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研究成果の概要（和文）：日本では未法制化の生物多様性オフセット及び同バンク制度について、実際の土地で
の実証実験を通して課題と可能性を検討した。対象地は、日本の生物多様性の基盤である里山エリアの椿TC里山
バンクと都市公園の元町百段公園の２か所とした。
その結果、①HEPのような環境アセスメントにおける「ノーネットロス」の定量評価の導入、②長期的視点とし
て緑地の質よりも量（面積）を重要視する評価、③企業や市民の理解と協働を推進力とすること、④オフセット
とバンクの同時導入等が条件となる一方、これらの制度導入による日本経済への正の影響は極めて大きく、ネイ
チャーポジティブと持続可能な開発の実現のための鍵となることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：I examined the conditions and possibilities about the biodiversity 
offset/bank scheme which was not yet legislated in Japan. "Tsubaki TC Satoyama Bank", 43ha Satoyama 
bank established in Satoyama ecosystems which are basis of biodiversity in Japan and an urban small 
park,"Motomachi 100-dan koen" which rose garden is cultivated without chemicals by citizens, 
representing urban green in a metropolitan area, are selected.
As a result, conditions of biodiversity offset and the bank in future Japan included that ① an 
ecological quantitative evaluation of "a no net loss" in the EIA such as HEP, ② from long-term 
aspect, the quantity (area) of a offset should be more valuable than the quality of it, ③ 
understanding and collaboration of companies and citizens are essential, ④ Cointroduction of 
biodiversity offset and banking system is crucial. On the other hand, positive economic effects will
 be extremely large, and it is a key for “Nature Positive"/"Sustainable Development" realization.

研究分野： 造園学、復元生態学、環境アセスメント、生態系評価

キーワード： 環境アセスメント　ミティゲーション・ヒエラルキー　ハビタット評価　代償ミティゲーション　ノー
ネットロス政策　生物多様性オフセット　生物多様性バンキング　里山バンキング

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、既に多くの先進国で既に導入されている生物多様性オフセット制度の日本における法制化に関し
て、①同制度の基本的仕組みや海外事例の内容、②同制度の先行している海外での課題と日本における課題、そ
してそれらの問題解決方法、③同制度が及ぼす生物多様性保全の効果以外に、日本経済への著しく大きな正の影
響等々を明らかにすることにチャレンジし、進捗の遅い部分もあるものの、大枠としてその方向性を明らかにす
ることができた。
そのことによって、今後の日本における同制度の法制化を促進すること、法制化以前でも国、自治体、企業等の
事業者が地域連携によって自主的な生物多様性オフセットや同バンクの実行が期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 当時、既に世界 50 数か国以上が、環境アセスメントにおいて、開発によってやむを得ず消失
する自然（保全すべき自然）の質と量を開発事業者の責任で代償するという生物多様性オフセッ
ト制度を導入している。日本は環境アセスメント制度の法制化が OECD 最後の国となったが、
生物多様性オフセットの法制化も同様に世界の中で遅れており、何度かの議論の盛り上がりは
あったものの、当時、（現在も）法制化は進んでいない状態だった。その結果、開発事業に伴い
環境アセスメントが実施されても保全すべき貴重な自然は代償されず消失し続けている。 
 
２．研究の目的 
日本の自然が抱える「開発による消失」と「放置による劣化」の問題解決策として、未だ制度

化されていない生物多様性オフセットとバンクの機能を兼ね備える、自主的な「里山バンキング」
や「都市型生物多様性緑地バンク」が申請者により提唱されている。 
 これまでの研究でそれらの実現可能性は示唆されたが、実際の土地における実際のステーク
ホルダーによる実証実験は未だ行われていない。本研究では千葉県の里山地域と横浜市の都市
公園を対象として、生物多様性オフセットや同バンクの自主的取り組みや将来の法制化に関し
て、その課題と可能性を検討し、今後の制度化に向けた基礎データとすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 海外の先進事例の事例調査、国内の類似事例や類似制度の調査を通して、生物多様性オフセッ
トおよび同バンキングの内容、課題、日本における予想される問題点を抽出した。また、実証実
験として、日本の生物多様性の基盤である里山生態系における自主的生物多様性バンク「椿 TC
里山バンク」（千葉県酒々井町）および大都市に存在する小規模な都市緑地として「元町百段公
園」（横浜市）を対象に、それぞれ、里山バンクおよび都市型生物多様性緑地バンクの課題と可
能性を検討した。 
 
４．研究成果 
 
(１)環境アセスメント制度と「ネイチャーポジティブ」 
ここでは、生物多様性オフセットや同バンキング制度に関して、その元となる環境アセスメン

ト制度と、この研究中に新たに世界の地球環境分野の潮流となり、生物多様性オフセットと同バ
ンキング制度の目標であるノーネットロスのさらに上を目指す「ネイチャーポジティブ」に焦点
を絞った研究成果を示す。 
即ち、「環境アセスメント制度は、ネイチャーポジティブとサステイナブルデベロップメント

（SD）の実現にもっとも効果的な政策となりえる。しかし、そのためにはノーネットロス政策、
ミティゲーション・ヒエラルキーならびに生物多様性オフセットの導入が必要条件である」こと
が示唆された。 

 
 

図１ 環境アセスメントとノーネットロス政策は、ネイチャーポジティブとサステイナブル
デベロップメント実現のための車の両輪 
 

 
(2)ミティゲーション・ヒエラルキーと生物多様性オフセット 
ミティゲーション・ヒエラルキーとは、環境アセスメントで予想される負の環境影響に対して、

回避、最小化、代償などの緩和方策の種類と優先順序を示したものである。例えば、提案された
開発事業により貴重な自然の消失が予測される場合、第一に開発の中止（no action）や開発場
所の変更などの回避ミティゲーション方策が検討される。第二に、回避がどうしても不可能な場
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合は、貴重な自然の消失面積を最小限にするように開発計画を変更するなどの最小化ミティゲ
ーション方策が検討される。回避も最小化もできずに残ってしまう自然消失に対しては、最後の
手段として代償ミティゲーション方策を検討する。代償ミティゲーションとは、開発で消失する
自然と同様の自然を近隣の場所で同等分、事業者の責任で復元や創造して確保し当該地域の自
然の維持（ノーネットロス、後述）を目指す行為である。なお、このアメリカで始まった「代償
ミティゲーション」は、後にヨーロッパやオセアニアに伝播して「生物多様性オフセット」と呼
ばれるようになった。 
ノーアクション案を含む回避、最小化、代償を規定したミティゲーション・ヒエラルキーは、

生物多様性オフセットの前提条件であるとともに、環境アセスメントにおける複数案評価の根
拠でもあり、いわば環境アセスメント制度の骨格ともいうべききわめて重要な政策であること
が示唆された。 
 
（3）生物多様性オフセットの根拠となるノーネットロス政策 
生物多様性オフセットの実施により、開発の前後で当該地域の自然の質と量をプラスマイナ

スゼロにする政策をノーネットロス政策と呼ぶ。この政策は環境影響評価制度自体に規定して
も、自然保護政策として規定してもどちらでも良い。 
ノーネットロス政策は、生物多様性オフセットを開発事業に義務付ける根拠を与えると同時に、
どこまでオフセットを実施すれば良いのかという難しい問いに対して明確な指針を与える。 
現実的には、どこの国でも一旦、計画された開発を自然保護の理由で中止したり変更したりす

ることは難しい。それは一般的に自然保護よりも経済発展が優先されるからである。しかし、環
境影響評価制度と併せて、ミティゲーション・ヒエラルキーとノーネットロス政策が存在すれば、
貴重な自然の消失が予測される開発事業に対しては、生物多様性オフセットを含む各種ミティ
ゲーション方策を義務付けることが可能になる。一方、最後の手段である生物多様性オフセット
は事業者にとって大きな経済的かつ時間的負担となるため、回避ミティゲーションや最小化ミ
ティゲーションのより早期からの検討を誘導することにもつながることが明らかになった。 
 
 

 
図２ ミティゲーション・ヒエラルキー 
 

 
(4) 定量的自然評価手法、Habitat Evaluation Procedure, HEP 
ある開発事業がノーネットロスであるかを判断するためには、開発よる自然のロスと、生物多

様性オフセットで得られる自然のゲインの双方を、生物学的かつ定量的にモニタリングするこ
とが不可欠である。その評価を行う手法の代表である Habitat Evaluation Procedure, HEP は、
世界最初の環境影響評価における生物学的かつ定量的評価手法としてアメリカで開発された手
法である。 
開発による自然のロスとミティゲーションによる自然のゲインを「質×面積×時間」で定量的

かつ生物学的に比較評価するという考え方を、世界最初に示した HEP の功績は大きく、今後のネ
イチャーポジティブの評価過程においてもさらにその重要が増すことが予想された。 
 
(5) 生物多様性バンク 
生物多様性バンクは、開発事業ごとに行われる個別の生物多様性オフセットの問題点を解決

する仕組みとして誕生した。あらかじめ確保された広いエリアで復元、創造、保存などの自然保
護活動を行い、その成果分のクレジットを生物多様性オフセットの実施を義務付けられている



周辺の開発事業者に販売するという経済的手法である。 
個別対応の生物多様性オフセットと比べた生物多様性バンクの主なメリットは次のとおりで

ある。生態学的には、個々の生物多様性オフセットをまとまった広い土地で行うことでより強固
な自然が確保できる。開発事業者にとっては、複雑で難しい自然の復元や保存活動である生物多
様性オフセットを自ら実施するかわりに、生物多様性バンクに所定の金額を払うことで義務を
果たしたと認められる。生物多様性バンクにとっては、従来、コストでしかなかった自然保護活
動にまとまった資金が供給され、自然保護のビジネス化が可能になる。 
生物多様性バンクは、生物多様性オフセットが法的に義務化されることでニーズが発生し市

場が生まれる。現在、アメリカ、ドイツ、オーストラリアでは既に盛んであり、イギリスやフラ
ンスなどでも導入が検討されている。生物多様性バンクは、大規模な土地における自然保護活動
のビジネス化の最初のスキームであり、今後、生物多様性やその土地ごとの様々なニーズに呼応
し、その形を変化させながらも、地球上に広がっていくと予想される。 
 
(6) 里山バンク 

日本では生物多様性オフセットやバンクはまだ法制化されていないため、このままだと開発
により地域の自然は消失し続ける。そのため、当方は生物多様性オフセットが法的義務化される
までの仕組みとして「里山バンク」を提案している。「里山」とは伝統的な水田や雑木林などの
二次的自然生態系で日本の自然の基盤となっているエリアを示す。 

里山バンクとは、現在残っている優れた自然をまとまった面積（例えば流域など）で保護し、
その運営の経済的自立を目的とするものである。既存の企業や行政、大学や NPO による自然保護
に関する活動や支援を里山バンクエリアに集中させると同時に、周辺の開発事業者によるボラ
ンタリーな生物多様性オフセットを引き受ける。 

最初の里山バンクは、2022 年、千葉県に太陽光発電所の事業者による自主的な生物多様性バ
ンクとして 43ha の里山エリアに設置された。ここでは、自主的な生物多様性オフセットと併せ
て、伝統的な水田稲作や林業、エコツーリズム、農村ツーリズムなどの経済活動を柔軟に取り入
れている。里山バンクはアジアなど二次的自然を形成してきた国ではたいへん参考になる仕組
みだと考えている。 

実証実験を通して、法的義務がない状況でのボランティア活動であるため、経済性、科学性、
倫理性、継続性などの課題があった。土地所有者が自主的に、他の開発事業誘致などの経済的利
益よりも優先させて里山バンクを半永久的に続けることは、極めて難しいことが明らかになっ
た。法的義務化があることによって、生物多様性オフセットの需要が生まれ、生物多様性クレジ
ットの売買が生物多様性バンキングを通して行われるようになるため、ミティゲーション・ヒエ
ラルキーに沿ったノーネットロスおよび生物多様性オフセットの法的義務化が必須であること
が明らかになった。 

 
 

 
図 3 里山バンク 
 

 
(7) 都市型生物多様性緑地バンク 
 都市域、特に大都市域における公園や並木などの緑地の重要性は、温暖化、ヒートアイランド、
都市生態系の劣化、都市域の野生生物ハビタットの消失、都市域の生物多様性の減少、都市洪水、



都市火災などの問題の顕在化により、最近、加速度的に増しており、その在り方に注目が集まり
つつある。今後、現存する大小の多様な都市緑地も生物多様性の基盤として、それらの機能を強
化、保全していく必要がある。 
 そこで、都市緑地にも多様な生物多様保全や環境保全機能を持たせた都市型生物多様性緑地
バンクの実証研究を行った。緑地バンクである以上、都市緑地といえども農薬噴霧や化学肥料の
使用は生物多様性保全にそぐわない。そこで、都市緑地の無農薬栽培の実証実験として、横浜市
中区の横浜市の都市公園である元町百段公園において中区市民と大学研究室との協働による無
農薬バラ栽培を通して緑地バンクの課題と可能性を検討した。 
 里山バンク同様、市域の緑地のノーネットロスなどの政策、生物多様性オフセットの法的義務
化がないところでのボランティア活動のため、継続性や科学性など様々な課題や限界があるこ
とが明らかになった。そのため、実際の栽培活動以外に、無農薬バラ栽培についての教育、啓蒙
の機会を多く設けるなどして、広くこの考え方を普及することから始めなければならないこと
が明らかになった。 
 
(8) まとめ 
環境アセスメント制度は持続可能な開発を形成し地球全体のネイチャーポジティブに貢献す

る政策になりうる。そしてそのためには、環境アセスメント制度に、ミティゲーション・ヒエラ
ルキーを位置づけること、自然保護のためのノーネットロス政策と合わせて最後の手段として
の生物多様性オフセットを法的に義務付けることが必要条件である。そしてそれらを支援する
ものとして、HEP のような生物学的定量評価手法による評価、自然保護活動をコストからビジネ
スへ転換する生物多様性バンクのような経済的メカニズムが存在する。 
日本のように法制化が遅れている場合には、開発事業による自然損失を自主的に代償する、里

山バンクのような仕組みの導入が次善の策として求められる。しかしながら、これらの生物多様
性保全の仕組みが地方や国の経済をを大きく活性化させることが明らかなことから、日本に見
合った条例化、法制を早急に進めるべきである。 
 

以上。 
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